
ROM化クライアントT4の技術から生まれた

ROM化クライアントT4 Light

Windowsアップデート
ウィルスパターンアップデート
アプリケーションアップデート
など、通常PCと同様に更新可能

パソコンには一切のユーザー書込みデータ
が残らない

ユーザー 書込みデータ
の保存は不可

USBメモリー、SDカ
ード、スマートフォン、
CD／DVDなど

システムプログラム／アプリケ
ーションの追加・更新が可能

通常のパソコンと同様の運用が可能

外部メディアの書込み禁止制御で、運用中
の不正行為等を防ぎます。

ROM化クライアントT4 Light機能による情報漏洩対策

〈例えば、PC紛失時〉
漏洩してはならない重要機密データを含め、PCに
ユーザー書込みデータが一切残らないので情報流
出はなかったと言い切れる。
　情報漏洩対策として有効である。

ROM化ドライバによって、ユーザー書込みデータは、RAM領域に書込
みされるのでパソコンには機密重要データを含め一切のデータは残り
ません。情報流出の心配をしないで運用することが可能です。

●User Data ROM化（書込制限）機能

通常パソコンと同様の運用でWindowsシステムやウイルスパターン、
アプリケーションを追加・更新することが可能なので常にPCを最新の
状態に保つことができます。

●システムプログラム／アプリケーション追加・更新が可能

外部メディア（USBメモリー、スマートフォン、SDカード、CD、DVDな
ど）デバイスの利用を制限することでデータ漏洩を防止します。

●デバイス書込み制御機能

情報漏洩対策〈PCにユーザー書込みデータを一切残さない安心機能〉

ユーザー書込みデータは、
パソコンに一切残しません。

WindowsをROM化する技術を
搭載した情報漏洩対策です。

User Data 書込み不可

各種システム更新
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● T4 Light　クライアントソフト 型番T4L-CL 定価　20,000円
　 インストール用ソフトです。PCにインストール後ライセンスを与えるとクライアントのUser Dataが ROM化（書込制限）されます。システムで一本必要となります。

● T4 Light 　クライアントライセンス 型番T4L-R 定価　10,000円
　 クライアントにROM化ライセンスを与えるときに必要となります。USB型ライセンスキーとして販売されます。
　 一本のUSBライセンスキーにオーダーされたライセンス数が入っています。

● T4 Light 　解除キー 型番T4L-KEY 定価　10,000円
　 ROM化を解除したいときに必要となります。ROM化を解除するPCのUSBに挿入して解除します。
　 この解除キーか管理コンソールのどちらかで、ROM化解除して使用します。　主にシステム管理者が使用します。

● T4エンタープライズ 　管理コンソール 型番T4E-MC 定価 198,000円
　 ネットワーク経由で、クライアントの管理を行います。ROM化されたクライアントのホスト名、IPアドレス、ROM化状態、ライトエミュレーションメモリの使用状況
　 メモリ残量が表示されます。また、クライアントを指定してROM化の解除、シャットダウン、リブートがこの管理コンソールから行えます。

ROM化クライアントT4 Lightの運用とシステム例

人的ミス（過失）や不正から企業の重要機密データを守ります。

Windowsアップデート
ウィルスパターンアップデート
アプリケーションアップデート
など、通常PCと同様に更新可能
システムを最新状態にして運用！

〈運　用〉

PCの盗難・紛失（人的ミス） 内部不正リスク・不正プログラムのアク
セス（重要データに不正アクセス）

情報流出がなかったと言える
機密データの情報漏洩防止！ データが不正に利用される心配がない！

ユーザー書込みデータがPC
に残らない　 ユーザー書込みデータがPCに残らない　

〈システム例〉
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ユーザーアプリの配布
設定用iniファイルを配布

データ保存は、ネットワーク経由でサーバーやクラウドサービス等に保存
（例：IEのOne Drive、 Googleの Google Drive など）

●データ保存方法

●ソフトウェアアップデート：ROM化解除なしでSCCM配布PKGを配布して更新が可能
●ユーザーアプリケーションの配布：設定用iniファイルを配布して更新が可能

パソコンには一切の
ユーザー書込みデー
タが残らない

ユーザー 書込み
データの保存は不可


